
ａの値 2 3 4 5 ・・・・
必要な色紙の枚数 11 ア イ ウ ・・・・

中学１年生向け数学上級     中学校      学年 氏名 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

１０３０３０３文章  問題 

１．★★Ａ地とＢ地の間を歩いて往復した。往きにかかった時間は１４分で 

帰りは往きより毎分１０ｍ遅く歩いたので、かかった時間は往きより 

２分長くかかった。Ａ地からＢ地までの道のりは何ｍか求めよ。 

 

 

 

 

 

 

２．正方形の台紙に正方形の色紙を少しずつずらした 

位置にはって模様をつくることにした。 

右図において、四角形ＯＰＱＲは１辺の長さが 

１２ｃｍの正方形である。この正方形は台紙を示して 

いる。Ａは線分ＯＰ上の点であり、Ｂは線分ＯＲ上の点 

である。ＯＡ＝ＯＢ＝a ｃｍとし、ａは２以上１０以下 

の整数とする。まず、１辺の長さがａｃｍの正方形の色紙 

をその３つの頂点が、Ｏ、Ａ、Ｂの位置にくるように台紙に 

はる。次に、その位置から右に１ｃｍ、下に１ｃｍずらした 

位置に同じ大きさの別の色紙をはる。同様に右に１ｃｍ、 

下に１ｃｍずらした位置に同じ大きさの色紙を次々と 

はりつけ、色紙の右下の頂点がＱと一致したときはり終える 

ものとする。このとき、次の問いに答えよ。 

１）★★次の表はａの値を変えたときに、台紙にはり終えるのに必要な 

台紙にはり終えるのに必要な色紙の枚数がどのように変化するかを 

示した表の一部である。ア～ウに当てはまる数をそれぞれ示しなさい。 

 

 

２）★★台紙にはり終えるのに必要な色紙の枚数をａを用いて表せ。 

３）台紙にはり終えたとき、正方形ＯＰＱＲは色紙をはった部分と色紙をはらなかった部分

とわけられる。正方形ＯＰＱＲのうち、色紙をはった部分の面積をＳｃｍ２、 

色紙をはらなかった部分の面積をＴｃｍ２として、 

（１）★★★ａ＝２のとき、ＳとＴとの比をもっとも簡単な整数の比で表せ。 

 

（２）★★★（３年生のみ可能）Ｓ＝Ｔとなるとき、aの値を求めよ。求め方も書くこと。 
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